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(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
２２Ｆカリ

【2022年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】材料，エネルギー，電子，情報， 中学校・高等学校で一般的に行われている化学実験を体験する
制御を含む幅広い工学分野に生物学を加えた融合領域に関する ことによって、理科の指導者としての素養を身につけること。
基礎知識 中学校・高等学校　理科教員免許状取得のための単位に算入す

る。

⇔

２４Fカリ･機械ﾛﾎﾞｯﾄ, ２３Ｆカリ･機械ﾛﾎﾞｯﾄ

【2023年度以降ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】機械工学・ロボット学と関連する 中学校・高等学校で一般的に行われている化学実験を体験する
幅広い工学分野の専門的知識を有する ことによって、理科の指導者としての素養を身につけること。

中学校・高等学校　理科教員免許状取得のための単位に算入す
る。

⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

その他

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 ９月夏季休業中の連続した４日間（1日3.75時限）の集中講義形式。
受講者を数名のグループに分け、グループ毎に1日２～３テーマ、合計１０テーマの実験をローテーショ
ンして行う。１つ実験は準備片付けを含めて６０分を想定している。
それらの実験概要、結果などをまとめたレポートを個人毎に作成する。

(5)授業計画 １日目　
　　９：３０～１０：３０　授業ガイダンス
　１０：４０～１２：００　講義　化学実験を行うための基礎知識・今日の実験理解　　　　　
　１２：５０～１３：５０　実験１　銅の化学反応
　１４：００～１５：００　実験２　化学反応の量的関係　　　　　　　　
　１５：１０～１６：１０　データ処理・レポート作成・提出

２日目
　　９：３０～１０：５０　講義　今日の実験理解
　１１：００～１２：００　実験３　水溶液のｐＨ
　１２：５０～１３：５０　実験４　中和滴定　　　　
　１４：００～１５：００　実験５　イオン化傾向と電池
　１５：１０～１６：１０　データ処理・レポート作成・提出

３日目
　　９：３０～１０：５０　講義　今日の実験理解
　１１：００～１２：００　実験６　物質の極性と溶解
　１２：５０～１３：５０　実験７　金属の結晶格子とアボガドロ数
　１４：００～１５：００　実験８　分子模型　　　　　　　　
　１５：１０～１６：１０　データ処理・レポート作成・提出

４日目　
　　９：３０～１０：５０　講義　今日の実験理解
　１１：００～１２：００　実験９　電気分解
　１２：５０～１３：５０　実験１０　酸化剤と還元剤　　　　　　　　
　１４：００～１５：００　データ処理・レポート作成
　１５：１０～１６：１０　補習実験・レポート提出・講座総括

(6)成績評価の方
法

出席状況をベースに学習活動や実験に取り組む姿勢とレポートの内容を総合的に評価する。
評価の割合は概ね欠席率で５０％、取組みの姿勢２５％、レポート２５％とする。

(7)成績評価の基
準

秀：達成目標水準から見て卓越している　　　　９０点～１００点
優：達成目標水準よりかなり上にある　　　　　８０点～　８９点
良：達成目標水準よりやや上にある　　　　　　７０点～　７９点
可：達成目標水準にある　　　　　　　　　　　６０点～　６９点
不可（Ｄ）：達成目標水準よりやや下にある　　 ５０点～  ５９点
不可（Ｆ）：目標達成水準にない　　　　　　　 ４９点以下

(8)事前事後学習
の内容

高等学校の化学に関わる教科書の内容を理解しておくことが望ましい

(9)履修上の注意 保護めがね、白衣の着用。
薬品などを扱うので、作業のしやすい服装で臨むこと。

(10)質問,相談へ
の対応

授業の前後で対応する。



(11)学生へのメッ
セージ

あなたが将来、教員など理科実験の指導者になったことを想定して、自主的・主体的に取り組んでほし
い。

(12)その他

【教科書】 授業内で提供する教材を用いるので購入すべき教科書はない。

【参考書】 信州理科教育研究会「観察・実験のスキル」東京法令出版


